
キョウト シール ツウシン

公益財団法人

京都府生活衛生営業指導センター
S e i k a t s u e i s e i e i g y o u L e a d e r

Vol.

204
2024

新年のご挨拶

山岡景一郎公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 代表理事

新年あけましておめでとうございます。
皆様には、ご健勝で輝かしい新年をお迎えのこ

とと心からお慶び申し上げます。また、平素から
生活衛生営業指導センターの業務運営につきまし
ては、格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し
上げます。
さて、昨年を振り返りますと、猛暑が長く続き

秋を飛び越して冬になったような気がいたします
が、地球温暖化による影響は、私たちの生活にお
いても、近年の台風や集中豪雨などによる災害や
熱波などによる熱中症のリスク増など身近な問題
となってきています。この問題の解決には、世界
中の人たちが強い問題意識を持って、身近な取り
組みを積み重ねていくことが大切だと思っていま
す。
また、今、世界を揺るがしている戦争が、2つ

の場所、ウクライナとガザで起こっており、多く
の犠牲を強いられています。この戦争は、直接の
当事者だけでなく、新たな世界秩序を形成するた
めの対立でもあり、無関係のように見えますが、
同盟国や敵対国に大きな影響を与えています。戦
争は予想どおりには進まないし、予想以上に残酷
だと感じています。

このように地球規模の環境問題や世界中が戦争
の影響を受ける中、日本では、新型コロナウイル
ス感染症による影響もほとんどなくなり、日常が
戻り、海外からもたくさんの観光客が京都を訪れ
ています。しかし、ようやく明るい兆しが見えて
きたかと思っておりましたら、今度は、戦争など
の影響もあり、原油・原材料価格や物価の高騰等
の波が押し寄せてきております。
私どもは、日常生活に欠かせない、府民・市民

の皆様に密着した生活衛生営業を生業(なりわい)
としていることから、経費が増加したからと言っ
て、それをそのまま、すぐに価格転嫁することが
できない、厳しい経営環境があります。さらには、
後継者難、人件費の高騰、従業員の確保難など、
解決していかなければならない根本的な課題を抱
えている現実がございます。
当指導センターにおきましても、生衛業が更に

発展していくよう共に考えさせていただき頑張り
たいと思っております。
結びに、今年一年が平和で安心安全が感じられ

る年になること、そして、皆様のご健勝とご多幸、
ご家業の繁栄を祈念いたしまして、新年のご挨拶
とさせていただきます。
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活力にあふれ誇りの持てる

京都づくりへ

京都府知事 西脇 隆俊

明けましておめでとうございます。府民の皆さ
まにおかれましては、つつがなく新しい年をお迎
えのこととお慶び申し上げます。

昨年を振り返りますと、まず新型コロナウイル
ス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に
変更され、世の中が少しずつ日常を取り戻しまし
た。長きにわたり感染防止対策にご協力いただい
た府民の皆さま、そして、医療従事者をはじめ関
係の皆さまに、心から感謝と敬意を表します。そ
して、明治以来中央省庁で初となる文化庁の京都
移転が実現しました。千年にわたる歴史と文化が
日々の生活に息づく京都で国と協力して新しい文
化政策を創り上げることは、京都のみならず日本
全体の地方創生推進に向けての大きな一歩であり、
私たちは着実に新たな歴史の扉を開けつつありま
す。

「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進
む」。これは、明治時代に活躍した啓蒙思想家・
福沢諭吉の言葉です。目まぐるしく社会が変化を

続ける現代において歩みを止めることは、後退す
るに等しいかもしれません。しかし、時代の変化
を柔軟に受け容れながら、受け継がれてきた伝統
に常に新しい息吹を吹き込む営みは、これまで京
都が脈々と続けてきたことであり、これからも京
都が担っていくことです。時には歩みを止めて振
り返ることも必要ですが、社会が歴史的な転換点
を迎えている中、小さな歩みを積み重ねて大きな
前進につなげ、新しい価値を常に生み出し続け、
活力にあふれ誇りの持てる京都づくりを進めてま
いります。

来年には、いよいよ大阪・関西万博が開幕しま
す。新名神高速道路も全線開通に向け、着実に整
備が進められております。私たち京都が得意とす
る交流の力を発揮して、多くの人、企業、文化の
「新しいつながり」を創り、伝統と革新を融合さ
せながら、未来の京都を担う人や企業を育て、文
化を創ってまいります。そして、「文化の都・京
都」を世界に発信しながら、世界の人たちを京都
府全域でおもてなししたいと考えております。

今年は辰年です。雲を払い、蒼天に向かって
昇っていく龍のように、私たちに託された京都の
未来に向けて、京都府総合計画に掲げた一つ一つ
のプロジェクトを大きく動かしてまいります。

今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈
り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

感謝をこめて

～魅力あふれる京都を未来へ～

京都市長 門川 大作

あけまして、おめでとうございます。
この一年の皆様の御多幸を、お祈り申し上げま

す。
市長の任期もあと２箇月となりました。４期

１６年間、京都のまちづくりが大きく前進したと
御評価いただけるのも、市民、事業者の皆様の深
い御理解と御尽力があればこそ。改めて深く御礼
申し上げます。
「課題は現場にある、しかし、答えも解決する力
も現場にある」。私は市長就任以来、そんな信念
で現地現場主義を貫いてきました。市民の皆様と
共に汗する「共汗」を大切に、大好きな京都のた
めに全力を尽くす感動と感謝の日々でした。
振り返ると、２００８年、リーマンショックか

らのスタートでしたが、市民の皆様と共に議論を
重ねてあらゆる施策を展開しつつ、職員一丸と
なった行財政改革に注力。その結果、厳しい財政
状況が続く中でも、全国トップ水準の福祉、教育、
子育て支援、安心・安全、景観、文化政策等を充
実させ、京都の都市格が大きく向上しました。

そして、私の４期目の最大の責務は「抜本的な
財政改革」。そこに想定外の「コロナ危機」。市
民の皆様の命と暮らしを守り抜く。同時に、不退
転の覚悟の下、フルオープンの場で徹底した議論
を重ね、更なる改革を丁寧な説明を心がけつつ断
行。その結果、１０年以上かかるとされた収支均
衡を２年で達成。これは、国・府との緊密な連携
による徹底した市民・事業者の皆様の下支え、長
年の都市の成長戦略による担税力の強化が市税収
入の増加（過去最高）に繋がったこと。さらには、
徹底した効率化等による人件費の削減、理念を大
切にしつつ本市独自施策の持続可能な観点での見
直しによる歳出削減など、様々な要素が相まって
実現したものです。これらもすべての市民、事業
者の皆様の京都への愛情、日々の弛まぬお取組の
賜物。改めて感謝申し上げます。
超高齢社会を見据え、これからが大切です。更

なる子育て支援、住居や働く場の創出をはじめと
する人口減少対策、そして、改革を続けつつ、足
腰の強い財政へ。同時に、「新・文化庁」や京都
駅東部・崇仁に移転・開校した京都芸大・美工高
等を中心に、幅広い地域で文化を基軸とした都市
経営を一層推進。任期の最後まで、京都の最大の
宝である「地域力」「文化力」をいかしたまちづ
くりに力を注ぎ、素晴らしいリーダーに継承して
まいります。
文化首都・京都の発展へ。一層の御指導をお願

い申し上げます。
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令和５年度生活衛生功労表彰受賞者 （敬称略）

栄えある受賞おめでとうございます

協議会会長表彰者知事表彰者
理容 野村 宜孝

旅館ホテル 堀部 吉憲

食肉 山﨑 孝良

美容業 宜本 一之

麺類飲食業 堺 幸夫

寿司 荒木 一雄

料理 川村 岩松

飲食業 藤田恒二郎

中央会理事長表彰者

美容業 小倉 勉

麺類飲食業 太田垣 哲男

飲食業 横山 由数

厚生労働大臣表彰者

旅館ホテル 磯橋 克康

麺類飲食業 𠮷川 忠雄

喫茶飲食 山田 喜久夫

興行 中西 三郎

旅館ホテル 坂本 忠典

美容業 山口 眞澄

麺類飲食業 村上 源太郎

寿司 前川 昇平

早藤 博文 氏
京都府クリーニング生活衛生同業組合 前副理事長

根津 英和 氏
京都府理容生活衛生同業組合 理事

寿司 北村 典生

中華料理 石原 健雄

料理 髙澤 陽一

飲食業 岡本 正治

飲食業 畠中 勉
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栄えある受章おめでとうございます

小野 善三 氏
京都府旅館ホテル生活衛生同業組合 前理事長

令和５年秋 旭日双光章

令和５年 秋 黄綬褒章令和５年 秋 黄綬褒章



経営特別相談員研修会
生活衛生改善融資推薦団体連絡協議会 令和5年 6月27日

経営特別相談員研修会

「インバウンド再来と国際儀礼」－世界に通じる京風おもてなし－
講師 元エールフランス航空客室乗務員・国際プロトコール講師

田澤 由紀子 氏

インバウンドの再来や2025年に開幕する関西万博など国際化が
加速する背景の中で、プロトコール（国際的な儀礼やマナー、
コミュニケーション言語やルールなど）を求められる機会が誰
にでも訪れる時代となったことから、国際儀礼の基本的な考え
方や外国人観光客の様々な期待と最新動向、世界に通用する京
都のおもてなしについて、まるでエールフランス航空のファー
ストクラスで受講しているかのような多彩な仕掛けを用いた資
料でわかりやすくご説明をいただきました。

推薦団体連絡協議会

日本政策金融公庫より ①日本政策金融公庫の概要と生活衛生改
善貸付の推薦事務 ②生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付の
限度額拡充に関する留意事項 についての説明がなされ、融資推
薦の促進や経営支援に向けた今後の連携についての理解と認識
を深めました。

指導センター理事会・協議会理事会 令和5年 6月 2日

指導センター定時評議員会・臨時理事会 令和5年 6月27日

センター理事会では ①令和4年度事業報告（案）に関する件
②令和4年度決算書（案）に関する件 ③評議員会の招集及び議案
に関する件について、協議会理事会では ①令和4年度事業報告、
収支決算報告及び監査報告並びに剰余金処分（案）に関する件
について審議が行われ、原案どおり承認されました。

センター定時評議員会では ①令和4年度事業報告及び決算承認に
関する件 ②令和5年度事業計画及び収支予算に関する件 ③任期
満了に伴う次期役員選任に関する件について、センター臨時理
事会では、① 次期理事長（代表理事）、副理事長、専務理事及
び常務理事を定める件について審議が行われ、原案どおり承認
されました。

衛生水準の確保・向上事業推進会議
生活衛生同業組合事務局連絡会議 令和5年 9月20日

各生衛組合事務局・京都府・京都市・日本政策金融公庫が出席
し、今年度の「生活衛生同業組合活動推進月間」及び「衛生水
準の確保・向上事業」の活動内容ついて、①「行動計画」及び
「実施報告書」の作成 ②「新規営業許可店舗名簿」の提供とダ
イレクトメール ③広報資料の配布の説明や今後の協力体制につ
いての確認、令和4年度に組合員数が増加した他府県の活動紹介
を行いました。

各生衛組合事務局との連絡会議では、京都SeeLフェアの開催や
京都府振興事業及び京都市研修等共催事業等についての説明が
行われ、今後の連携強化を図りました。
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生活衛生営業経営研修会 令和5年11月28日

「文化芸術都市京都を語る」
講師 嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学学長 佐々木正子 氏

講師のご専門である日本絵画を例に『外から見た京都』につい
て解説をいただき、国内外を問わず常にその時代の新しいもの
を吸収し、京都独自の文化へと定着させていくために、努力を
惜しまず工夫し続けてきた先人達のなせる技を、これからも壊
すことなく一層輝かせていくためにはどうすればよいのか、こ
れからの生活衛生営業の在り方に繋がるお話をいただきました。

第43回京都SeeLフェア（府民交流フェスタ） 令和5年11月 3日

京都府立植物園で開催された『府民交流フェスタ』内において、
『京都SeeLフェア』を開催し、生活衛生同業組合による＜せい
えいお楽しみ福袋＞の販売、当指導センターによる生活衛生業
の広報・啓発活動を行いました。

当日は25℃を超える夏日の下、約12,000名様のご来場がありま
した。各生活衛生同業組合のブースにおいても、工夫を凝らし
た福袋と啓発活動にお客さまとの会話も活発に生まれ、生活衛
生業への理解を深めていただく機会となったと共に、「また来
年お会いしましょう」という声を多数いただき、当フェアを楽
しみにしてくださるお客様が定着したことを実感することがで
きました。

後継者育成支援事業出前授業

寿司組合：京都市立花山中学校 令和5年 9月26日

講師による胡瓜巻きの実演の後、学生も講師のアドバイスを受
けながら全員で胡瓜巻きを体験。続く寿司職人として仕事に対
する向き合い方の講義では、学生から具体的な質問が相次ぎ、
生衛業への理解を深めてもらう機会となりました。

クリーニング組合：京都市立衣笠中学校 令和5年12月 1日

仕事の流れを映像で紹介し、ドライクリーニングを理解するた
めの実験やクリーニングに関する○✕クイズを出題しながら
仕事をする上で大切なことについて講義され、クリーニング師
の仕事に対して高い関心を持っていただく機会となりました。

麺類飲食業組合：京都市立洛風中学校 令和5年12月13日

そば職人としての仕事について画像を交えて説明をされた後、
手打ちそばの実演と解説が行われました。続いて学生も手打ち
そばに挑戦。講師のアドバイスを受けて作業工程に奮闘しなが
ら、仕事への関心が深まっていく様子が印象的でした。

クリーニング業務従事者講習 令和5年10月 4日

クリーニング師研修 令和5年11月12日

感染症対策、SDGsへの取組み、プラスチック資源循環促進法な
ど、社会経済環境が目まぐるしく変化する中でクリーニング
師・業務従事者がそれぞれに求められる役割を深め、長期間放
置品への方策と対応、事故回避力を高めるためにトラブルにつ
ながりやすい問題事例について受講をいただきました。また、
クリーニング師研修では、令和5年8月31日付にて一部改正され
たクリーニング所における衛生管理要領について、改正主旨と
留意点について説明を行いました。
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●ＪＲ京都駅
(八条口西口)より南へ
徒歩約15分

●近鉄東寺駅より東へ
徒歩約5分

●地下鉄九条駅4番出口
より西へ
徒歩約5分

●市バス九条車庫
南へすぐ

当センターホームページ及びSNSにおいて、生衛業に関する情報や
生活衛生同業組合ニュースの発信をおこなっています。
いつでもご覧いただけますようにスマホのホーム画面への追加、
SNSのフォローについてよろしくお願いいたします。

組合主催の講習会やイベントPRなども広く行っていますので、
情報のご提供についてもよろしくお願いいたします。

ホームページ・SNSへのご登録 と 組合情報のご提供のお願い
ホームページ Facebook

標準営業約款登録日

令和 6 年 2 月 1 日

標準営業約款（Ｓマーク）は、

確かな技術と共にお客さまへ

安全・安心をお約束する目印です。

＊事務所内の様子＊

当指導センターは、令和5年12月15日付けで事務所を

京都テルサに移転いたしました。

職員一同、一層の努力を重ねてまいる所存でございます

ので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

住所 〒601-8047

京都市南区東九条下殿田町70

京都テルサ東館１階

T E L 075-661-6661

F A X 075-661-6662 ＊電話番号及びFAX番号も変更となりました。


